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( 5) r ビジネス文明の虚妄Jo 70年代以降これまでの「生産の時代」から「消費の時代」に入
り，速い流行の移り変わりはまさに価値が不安定に流動する社会(エフルエント・ソサエティ
ー)を生み出す。このようなビジネス文明による伝統破壊の波に警鐘が鳴らされる。

















(10) r政治と言論」。個別の利害の代表者を politician とすれば，それを越えて広い政治状況
の中で中庸と節度を保とうとする代表者が statesman である o statesman は物語り (story)




































近代化というプロセスは次の二つのプロセス，産業化 industrialization と民主化 democrati­
zation，を進めることで発展させられてきた。産業主義 industrialism とは，産業化の基本目的
である「物質的幸福」を至上のものとする価値が主義にまで高められたものであり，その追求

























































































































第 1 図信仰と懐疑 第2図秩序と自由

















シーラー，E.がその著書 r人間JI (1 8)において，「人間文化による人間の定義」として「シンボル
側懐疑なきところに有用性のみを重んじる実学(プラグマテイズム)が栄える。そこでは価値を与える信何を
欠く。また信仰なきところに秘学(オカルテイズム)が栄える。疑似的(似非)宗教が信何の次元における空
隙を埋めようとするのである。(西部遭『幻像の保守へ』文蕃春秋， 1985, 11 ~ 12ページ)
回 「主体相Eの聞で承認された不変の意味を持つ言語が，伝統からくみとられ存在するときはじめて，他人に
目をむけること，つまり相補的なふるまいを期待することができる。JHabermas， J., Technik und Wissenschｭ
ft als Ideologie, 1968. (長谷川・北原訳『イデオロギーとしての技術と学問』紀伊国屋書店， 1970, 27ページ)
側 Cassi町r， E., An Essay on Man, an Introduction to a Philosophy of Human Culture, New Haven & 





















尺度 第 3 図言語の構造と機能













































的運動を通して過程的に生成するのである Jo (22) 
凶 このような社会認識論を展開している，杉村芳美「社会科学と社会認識」村上・西部編『経済体制論第II
巻社会学的基礎』東洋経済新報社， 1978, (7.1 ~7.4)を参照のこと。






























(23) Foucalt, M.,“The Subject and Power" (Afterword for Michel Foucalt : Beyond Structualism and 





間斉藤氏が， 19 c の経済的搾取に対するプロレタリアートの階級闘争には，単に経済闘争の次元を越えてすで
に社会的個人としての自己形成(主体変革)という視座を含んで、いた，と指摘することは重要である。「社会闘
争とは，物象の社会的過程的連関において転倒した姿態で生成する社会的個人を顕勢化し，勤労諸個人自身が



























間谷本寛治「企業システムの進化と権力の形成(上)Jr産業と経済』第 1 巻第 2 号， 1986, 23~28ページ，参照。










己の境界と存立を維持する能力という栢であらわれる J (Habermas, J., Legitimationsprobleme im Sp舩ｭ

































側 そのことは，現代の管理社会において人々が消費という場でしか「自己探求j ， r自己実現」できないという
ことからも影響している。(中村達也 rw消費社会』の孤独j W世界~ 1986, 12月号，参照)

































をかぎとり否定的な姿勢をとる (37)。 左翼陣営の革新運動というものは， (右翼陣営が人間の性
(35) Marcuse, H., One-Dimensional Man, Beacon Pr., 1964. (生松・三沢訳「一次元的人間」河出書房新社，
1974, 26ページ)























開西部遁『大衆の病理』日本放送出版協会， 1987, 147~148ページ，また「ビジネス文明を批判する J W経済











と新しい社会運動J W思想~ 1985, 11月号，がある。
しかしながら生産領域と消費生活領域における支配システムへの労働者・市民の社会的対抗関係は，統合的
に捉える視点こそが重視されねばならない。
回 Offe， C. , (ed. by keane. ]. ) , Contradictions of the Welfare State, Hutchinson, 1984, pp. 293~294. Cch. 
















陥高橋徹「後期資本主義における新しい社会運動J 1"思想J 1985, 11月号， 5~6 ページ参照o
(43) Offe, op. cit, p. 190. 
同 Ibid. ， p. 294, (同訳， 119ページ)。
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